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News Release 

 

子会社の設立に関するお知らせ 
 

 当社は 2004年 4月 16日の当社取締役会において、下記の通り子会社を設立することを決定しましたので、

お知らせします。 

 

記 

 
 

 1．子会社の概要 
 ①商号   株式会社モバイルスタジオ（仮称） 
 ②設立年月日   平成 16年 4月 21日（予定） 
 ③本社所在地   東京都品川区（予定） 

    ④代表者名   代表取締役会長 遠藤 雅伸 

    代表取締役社長 三木 裕明 
 ⑤資本金   2,500万円 
 ⑥発行株式総数  1000株 
 ⑦大株主   株式会社アイ・エム・ジェイ 80％ 
 ⑧決算期   9月 
⑨会社の目的、事業内容 携帯電話アプリの企画・開発。 
⑩従業員の状況  従業員 13名を予定しております。 

 
 
2．「モバイルスタジオ」設立の理由 
ウェブインテグレーション事業最大手の IMJが有するノウハウを提供し、戦略的に推進しているモバイル
インターネット分野において、ゲームアプリケーションの企画・開発、および欧州などの需要旺盛な海外マ

ーケット向けに移植事業などを推進する専門会社の設立が必要であると考えました。 
総務省の発行する「情報通信白書 平成 15 年版」によると、携帯電話からの利用コンテンツ内容（複数
回答）では、1 位のゲームが 81.2%で、2 位の着信メロディ 50.8%と比較すると、携帯電話のゲームコンテ
ンツに対する需要は非常に大きいものであると推測されます。 

2004 年 3 月末で、日本国内の携帯電話契約数は 8,100 万件超、携帯電話端末によるインターネット接続
サービスの契約数は約 7,000万件（社団法人電気通信事業者協会）です。これだけ多くの割合でインターネ
ットに接続できる携帯端末を保有している国民は、世界でもまれであるといえます。 

 



  
2003年の世界の携帯電話販売台数は、5億 2000万台と前年比で 2割以上伸びていると推計されており、
欧州などの携帯電話先進国での買い換え需要に加え、中国やインドなどの新市場で伸張しており、2004 年
には全世界の携帯電話台数は 10億台を突破するといわれています。 
これらの巨大なマーケットをターゲティングした以下の３点を事業目的としています。 
 
１．海外進出のための移植 

国内需要のみでなく、制作したコンテンツの海外販売のための移植体制を整備いたします。 
 
２.全キャリア対応の制作体制 

各キャリアを横断的に制作することで、安定したクオリティの商品を低コストで供給いたします。 

 

３．新機種への対応 

携帯電話は半年毎に新しいモデルが登場する非常にライフサイクルの短いサービスです。各コンテンツ

プロバイダーはサービスを拡大維持するために、常にコンテンツを新しい端末に対応する必要がありま

す。モバイルスタジオでは技術蓄積により、新しい機種への対応を短納期で実現します。 

 
 
3．設立日程 
・内容  新規設立 
 ・設立年月日  平成 16年 4月 21日（予定） 
 
 
4．当社の当期連結業績に与える影響 
  設立初年度で半年の連結期間のため、今期の当社の連結業績に与える影響は軽微と考えております。 
 
                                                             以上 

■本件に関するお問合せ先 
株式会社 アイ・エム・ジェイ http://www.imjp.co.jp/ 
取締役 森竹 正明   
TEL 03‐5759‐0840  E-mail／irpr@imjp.co.jp 
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